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し，渦度が大きくなるにつれて，中心における圧力も

ますます低くなっていく．
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纂刷e
測候時報第72巻第1号及び気象庁研究時報第57巻第1号の内容案内

　測候時報第72巻第1号（平成17年9月1日発行及び

気象庁研究時報第57巻第1号（平成17年9月9日発行）

が発行されましたので内容（表題：著者：ぺ一ジ：要

旨）についてお知らせいたします．

　なお，測候時報・気象庁研究時報は気象業務支援セ

ンター（Te1：03－5281－0440，Fax：03－5281－0443，

URL：http：／／wwwjmbsc．orjp）から購入できます．

＜測候時報第72巻第1号＞

◇第67回気候問題懇談会報告：地球環境・海洋部

　　P1－14

　　（要旨省略）

◇第68回気候問題懇談会報告二地球環境・海洋部

　　P15－21

　　（要旨省略）

＜気象庁研究時報第57巻第1号＞

◇関東平野西部に発生した線状降水システムの解析

　　一2003年8月8日の事例一：牧野眞一＝P1－13

　　（要旨省略）

◇2003年8月5日に北海道東部で発生した大雨の事例

　　解析＝米川博志＝P15－25

　2003年8月5日昼前から宵のうちにかけ，北海道東

部で活発な雨雲が発生，局地的な大雨となった．メソ

顕著現象を実況監視するうえで有効な特徴を見出すた

め事例解析を行った．その結果，高層資料や数値予報

モデルから自由対流高度や中立浮力高度などの指数を

求め，アメダス10分値，地上発散，雲頂温度などの実

況と比較することは，実況監視するための資料として

有効であることがわかった．

　　　　　　　　　　　　　　（気象庁総務部企画課）
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